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「ア ジア大洋州橋梁交流フ ォ
ー

ラム 」 の開催

　2000 年 9月 8 日，明 石 海峡大橋 を 望 む 神 戸市 の舞子

ビ ラ で ， ア ジア 大洋州 地 域 の 橋梁プロ ジ ェ ク トの 現状 や

将来構想を紹介す るとと もに，橋梁技術等 に関する 課題

に つ い て パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 い ，課題 の 解決に

向け て ア ジ ア 大洋州各 国 との 連携と協力を 推進 す る こ と

を 目的 と して，「ア ジア 大洋州橋梁交流 フ ォ
ーラム 」（主

催 ：本州 四 国連絡橋公団） が 開催 された 。 フ ォ
ー

ラ ム の

概要は以下 の とお り。

第
一
部 ： 各国報告 「各国の 橋梁プロ ジ ェ ク トの 現 状 と課

　　　　題」

　1， マ レーシ ア　　ワ ヒ ヅ ド ・ビ ソ
・オ マ ール （公共

　　　　　　　　　 事業 省　公共事 業総 局　副総 局

　　　　　　　　　 長）

2．香

3．韓

港

国

4，フ ィ リ ピ ン

5． ベ トナ ム

6．　 日 本

チ ン
ー
ク ウ ォ ン

・
ラ ウ （土 木 工 程

署長）

イ ン
・サ ン

・
ヨ
ー

（建設 交通部

原州地 方 国 土管 理 庁　道路施設

局長 ）

ダン テ ・B ・ポ タ ン テ （公 共 事業

道路省　設計局　課長）

トン
・トラ ン

・チ ュ ン （交通省

技術局　次長）

加島 聰 （本州 四 国 連絡橋公 団

理事）

第 二 部 ： パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「橋梁プ ロ ジ ェ ク トの

　　　　課題 とそ の 解決に 向け て 」

　 コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー

； 日下部　治 （東京 工 業大学大学院

　　　　　　　教授，ア ジ ア 土木学協会連合協議会事務

　　　　　　　局長）

　 パ ネリス ト ： チ ン
ー
ク ウ ォ ソ

・ラ ウ （香 港）

　　　　　　　イ ン
・
サ ン

・
ヨ
ー （韓国）

　　　　　　　ダソ テ ・B ・ポ タ ン テ （フ ィ リピン ）

　　　　　　　 トン
・

トラ ソ
・チ ュ ン （ベ トナム ）

　　　　　　　藤川寛之 （日本）

　最初 に，本 州 四 国連絡橋 公 団 の 藤 川 寛 之総裁 か ら，

「フ ォ
ー

ラム が 橋梁技術をつ な ぐ架け橋 とな っ て ，橋梁

技術 に 関す るア ジ ア大洋州地 域の 連携と協力を 発展 さ せ，

橋梁 プ ロ ジ ェ ク トの 実現 を推進 して い く実 りあ る もの に

した い。」 との 開会あ い さ つ が あ っ た （写真一 1）。

　各国報告で は ， 各国の 橋梁プ ロ ジ ェ ク トの現状や将来

計画およ び橋梁分野 に おけ る技術的課題等が報告され た。

ま た，パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は，東京工 業 大 学の 日

下 部教授 を コ
ーデ ィ ネー

タ
ー

に ，設計基準，維持管理 お

よび技術協力に つ い て議論 が行わ れ た （写真
一 2）。

　設計基準 に 関 して は ， アジア地域 で は各国がそれぞれ

42

写真一1　藤川 総裁の 開会 あい さつ

写 真一2　 パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

と

　 　 　 　 パ ネ リス ト

独 自の 基準を整備して い る が，将来的 に は 欧州 に お け る

ユ
ーロ コ

ー ドな どを 参考に ，ア ジ ア地 域 に お け る設計基

準 の 統一化 を 図 っ て い く必 要 が あ る の で は な い か とい う

意見等が出され た。

　橋梁の維持管理 に 関 して は，点検 に 基づ く予防保全の

重要性，維持管理 を 行 う技術者 の 育成の 必要性等 が 話題

とな っ た。

　技術協力 に 関 して は ，今回の よ うな フ ォ
ー

ラ ム を 通 じ

て 人 的 ネ ッ トワーク を構築 し，技術交流 を継続 して い く

こ との 重要性 が 強調 さ れ る と と もに ， 各国か ら本州 四 国

連絡橋公 団 に対 し，橋梁技術者 の研修や設計の 標準化等

に 関す る支援要請 が 寄 せ られ た 。

　 フ ォ
ーラ ム に は ，海外 12箇 国 か ら の 参加者 も含め，

建設省 ， 地方公共団体 ， 大学，ゼネ コ ソ ， 橋梁 メーカー，

コ ン サ ル タソ トな どか ら，240人 もの 参加 を い た だ き，

盛 況 の うち に閉幕した 。

（
文責 ： 大広 始

譜
国連黼 公団 企 画開発鰯

）
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